第29回日本創造学会静岡大会シンポジウム

創造的問題解決技法（ＣＰＳ）を駆使する
[企画]　弓野憲一　　　　　　　　　　　　　　[司会]　林　義樹
[話題提供者]
　石井力重(デュナミス,NEDOフェロー)　　　　　　　　　西浦和樹( 宮城学院女子大学)

　佐藤道子・石塚淳子(聖隷クリストファ大学)　　　　　　弓野憲一(静岡大学)
[企画趣旨]
仕事・家庭・教育・研究・遊び・旅行等々、よりよい人生を送ろうと考えるとき、私たちの前には様々な種類の「問題」が出現する。それらの中には、学校で習った知識やスキル、さらには社会の中で身につけてきた「常識」を働かせれば、すぐさま解決できる「定型的問題解決」もあれば、いままでの学習や経験に何かを付け加えなければ問題を解決することが難しい「創造的問題解決」もある。日本の学校や社会は、主として前者の問題解決力をつけることを奨励してきた。

　しかしながらグローバリゼーションが恐ろしい勢いで進み、年功序列制度が音をたてて崩れ、かつて経験したこともない超高齢化社会の中で遭遇する「問題」は、学習した知識やスキルや思考を単純に適用すればよりよい問題解決に至る訳ではない。困ったことに、何を「問題」にすれば事態がよりよく解決されるかもわかっていない場合も多い。それゆえ、よりよい人生を希求する人にとっては、多くの要因が複雑に絡み合った複雑な問題を、様々な観点から検討して定式化し、その問題を創造的に解く「創造的問題解決力」を磨く必要が起きてくる。

　本シンポジウムの話題提供者である弓野と西浦は、2005年７月にアメリカ・ミシガン州ノースウッド大学で開催された第16回創造性国際会議に参加する道すがら、NY州立大バッファローカレッジ校に立ち寄った。そして大学院の創造性開発コースで使われているテキスト「創造的問題解決:Creativity Unbound」と「創造的リーダーシップ：Facilitation」に巡り会い翻訳した（出版社：北大路書房）。さらに昨年１１月に「第一回創造的問題解決ワークショップin静岡」を開き、参加者がそれぞれの専門の中でCPSをどのように使うかについて研修した。そして、実際に授業や自分の仕事のなかでCPSを使ってみた。今回のシンポでは、その成果を話題として提供する。会場で多くの質疑・意見が出て討論が盛り上がることを期待している。

 [話題提供]
1 CPSツールの開発　石井力重
筆者は、事業化コーディネータとして、活動をしてきた中で、創造性関連の支援を求めるクライアントには共通する特徴があることが分かってきた。一見矛盾するようだが、一般的に彼らの創造性は非常に高い。しかしほかに、共通するある特徴があり、その特徴こそが、支援を必要とする要因であった。

そこで、彼らのような層をターゲットに定め、創造性手法を楽しく体験してもらえるツールの開発に着手した。開発体制は、産学官の連携。2006年の秋にプロジェクトをスタートさせ、2007年3月に「ブレスター」という商品として実際に販売が開始された。なお、統合的なツールセットは現在も開発過程にあり、「ブレスター」はその成果の一部をカットアウトしたもの。

この「ブレスター」は、アイデア出しのカードゲームであり、メンバーは順にアイデアを発言し、カードを捨てていく。ブレインストーミングのルールを役割にしたカード群で構成されており、プレイヤーは、ブレインストーミングが何であるのかを知らずとも、ブレインストーミングに即した行動様式を自然と体験していく。

開発実績の無いベンチャーが直売する、というスタイルにもかかわらず、市場投入直後から、市場の反応は良く、発売から約5ヶ月たった現在、全国に200セット以上を出荷した。

本発表では、事業開発に重要な3つの要素を中心に報告し、創造手法の活動討議への話題提供としたい。
2 保育者養成とCPS　　　　西浦和樹
　保育を勉学する学生は、保育実習や教育実習を通して、様々な子どもたちと関わる。実習を終え、就職を果たしたとしても、そこから先は、プロの保育者として、保育方法についても様々な工夫が求められる。そこで、多くの困難に遭遇したとしても、自ら状況を変革して行くことのできる発想豊かな学生が求められる。本研究では、保育のスペシャリストに必要なCPS技法を習得させることを目的とした取り組みを紹介する。

　まず始めに、先に紹介のあった人材育成カードゲーム「ブレスター」を用いた授業実践を報告する。「ブレスター」は、ブレインストーミングでアイデアを出すために、「判断延期」「質より量」「突飛なアイデア」「他の意見に便乗」という4つの役割ルールに加えて、「TOIカード」と言われる発散思考を促すカードを活用することで、安定してアイデアを創出することを目指したカードゲームである。保育の現場であれば、「どうすれば保育中の事故を減らせるか」という現場の雰囲気を悪くするようなテーマであっても、保育現場の閉鎖性から逃れて、事故の予防や対処法の観点から保育者に対して議論させることが可能となる。心理教育的効果については、学生３０名程度に対して、「場の雰囲気作り」をキーワードとして、「創造的問題解決」課題を実行する際の情動の変化を検討した。

　次の段階として、創出されたアイデアをブラッシュアップする方法、PPCO技法の事例を紹介する。保育の現場では、子どもに対する問いかけ・働きかけが保育の流れの中で重要なポイントとなる。普段から、子どもに対する声がけと、それから予想される行動を検討するCPS技法を習得しておくことは、保育技術の向上のために重要である。ここでは、PPCO技法の活用方法の事例を紹介する。

3 看護師教育とCPS　　　　佐藤道子・石塚淳子
看護学部に入学する学生は看護師になりたいという明確な意思をもって入学してくる学生が多い。ほとんどが高校卒業後に入学するという18才くらいの年齢である。学生気質としては素直で真面目な一面、過度に緊張したり不安が強いなどの自信のない学生もいる。1年生は春セメスターの終わりに基礎看護実習Ⅰが予定されている。これはまだ十分に専門科目を履修していない段階ではあるが、今後の学習の動機づけとする目的で実施される。学生の多くは高校生時代に「1日ナース体験」やボランティアの経験を持つが、実際に病院という場に出かけていく実習となると、緊張度が高い。また近年の社会状況として医療職に求められる社会的ニードも高く、看護学生に対する実習場の要求度も増している。看護学生の言葉遣いや身だしなみ、挨拶というマナーは徹底的にオリエンテーションを受ける時代である。初めての実習に出かける前に看護を目指す学生たちが少しでも自信を持って実習に臨むことができれば実習に対する不安は軽減し、学生が活き活きと実習で学ぶことができると考えCPSを用いた授業を計画した。

看護学部１年生の「人間関係技術論」において対人援助場面における創造的問題解決法（CPS）の演習を試みた。CPSを用いることで、基礎看護実習Ⅰまでにクライエントと円滑な人間関係を築く自信をもつことができることをねらいとした。看護場面の問題解決力としてはアイデアの発想のみではすまない。現実に実生活に有益であること、他人に害を与えないこと（倫理的観点から）、第3者にも伝わるように成果をまとめる必要があると考える。したがって、本授業では実践的な創造力（課題解決力）の育成を目指すことを目的とする。ここでは行動準備（計画）までに終わらす、実行した成果発表までをねらう。

　
④[教員養成とCPS]   弓野憲一
　小学校教師はさまざまな指導・活動をしている。まず、第１は国語・算数・理科・社会・図工・家庭・体育等、教科の指導である。第２は学級会・児童会・運動会・修学旅行・入学式・クラブ活動・社会見学等、特別活動の指導である。第３は2003年より開始された「総合的学習の時間」の指導である。その他、放課後や休日には地域のクラブや子供会活動に協力する場合も多くみられる。このような教師の指導・活動の資質を形成する教員養成にCPSはどのように使えるであろうか。
　CPSの神髄は、発散的思考と収束的思考ならびに創造的リーダーシップ（ファシリテーション）である。これらの発想方法やリーダーシップは、教員養成の中でどのように使えるのであろうか。まず、教科の指導の中で子どもの発想を豊かにするために用いることができる。子どもにブレイン・ストーミングの４原則を伝え、すぐに「正解」を求めがちな子どもに対して多角的に考え、たくさんのアイデアを出すこと奨励する。そしてたくさんのアイデアを検証・討論しながら、もっともふさわしい解へと収束させる。私の授業では、国語、算数、理科、社会、道徳等の教材に触れながら、発散技法としてブレイン・ストーミング法、ブレイン・ライティング法、収束技法としてハイライト法、KJ法、概念地図法をよく利用する。また修学旅行の行き先決定に評価マトリクス法を利用する演習もする。総合的学習における研究テーマをどのように決めるかについても、CPSをフルに活用している。約１０名の現職教師を含む大学院の授業では、半期かけてCPSを習得させ、児童・生徒の創造性・創造的問題解決力を育成する一まとまりの授業案を作るのが、前期のレポートである。このように、CPSは実力のある教員養成に大いに貢献できる。
[文献]　弓野憲一著「総合的学習の学力， 明治図書」、B.ミラーら著「①創造的問題解決、②創造的リーダーシップ，北大路書房」
